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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 
キーワード：エアロゾル、ライダー、観測ネットワーク、光パーティクルカウンター、山岳観

測 
 
１．研究計画の概要 
 エアロゾルの植物影響、健康影響の基礎デ
ータとなる、東アジア地域のエアロゾル濃度
分布を数時間から年々変化までの様々な時
間スケールで把握することを目的として、ラ
イダーネットワークおよび山岳における地
上モニタリング装置による通年観測を行う
とともに、大気汚染モニタリング局等のデー
タを活用する。これらの観測と高分解能地域
化学輸送モデルを用いてエアロゾル（硫酸塩、
ブラックカーボン、黄砂、海塩など）の分布
と動態を解析し、イベント毎のエアロゾルの
輸送の特徴や、地域毎のエアロゾル分布の気
候学的な特徴を明らかにする。また、植物影
響、健康影響研究にデータを提供して連携す
ることによって、植物影響、健康影響の指標
となるパラメータと時間スケールを明らか
にする。 
 
２．研究の進捗状況 
 東アジアの 20 地点に展開する既存の２波
長偏光ライダーネットワークの主要な観測
地点（つくば、辺戸岬、福江島、松江、ソウ
ル、タイ国ピマイ）のライダーにラマン散乱
受信システム（窒素分子のラマン散乱、波長
607nm）を追加する改良を実施した。これら
の地点について、夜間のラマン散乱測定を含
む自動連続観測を行った。その他のライダー
ネットワーク地点についても、２波長偏光ラ
イダー（波長 1064nm と 532nm の後方散乱
および波長 532nm の偏光解消度）のデータ
を連続的に取得した。ラマン散乱を含む観測
データから、雲、エアロゾルの判定マスク、
消散係数、後方散乱係数、ライダー比、偏光
解消度を導出するデータ処理システムを構

築するとともに、リアルタイム表示および解
析データを共有するためのサーバーを整備
した。取得したライダーデータを解析し、ラ
イダー比、偏光解消度等の統計的な分布を調
べた。また、水溶性エアロゾル、ブラックカ
ーボン、黄砂、海塩の分布を推定するアルゴ
リズムを開発した。一方、高分解能の領域化
学輸送モデル CFORS を、気象庁の数値予報
データを境界値として国立環境研究所にお
いて定常運転した。ライダーネットワークで
観測された主要なエアロゾルイベントにつ
いて解析を行うとともに、黄砂と大気汚染エ
アロゾルの地上付近の消散係数の過去のデ
ータを含む長期間の解析データを健康影響
研究に提供した。 
 山岳観測では、榛名山、北アルプス（新穂
高ロープウェイ頂上駅）、中央アルプス（駒
ヶ岳ロープウェイ頂上駅）に粒子カウンタを
設置し通年観測を実施した。榛名山において
はエアロゾルサンプル採取と分析も行った。
山岳観測および地上モニタリング局のデー
タを取得、解析し、アーカイブした。また、
光粒子カウンタに偏光測定を加えて非球形
粒子を判別して測定する手法を開発した。 
                           
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

 ライダーネットワークの主要地点へのラ
マン散乱チャンネルの増設、山岳の光学パー
ティクルカウンターの設置、およびこれらを
用いた継続観測とエアロゾル動態把握の研
究が当初計画通りに進展した。これに加えて、
ライダーネットワークデータから得られる
地上付近の非球形粒子（主に黄砂）および球
形粒子（主に大気汚染エアロゾル）の消散係
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数の過去データを含む継続的なデータを健
康影響研究に提供し、黄砂と呼吸器系疾患に
ついて有意な相関が見られることが明らか
にされた。さらに、ライダーデータを同化し
た黄砂モデルと地上観測データの解析から、
黄砂消散係数は小粒子の黄砂（黄砂のみの
PM2.5)と高い相関があることが示された。ま
た、粒子毎に偏光解消度を測定できる偏光パ
ーティクルカウンターの研究が進展し、詳細
なエアロゾルの物理特性評価および高度な
モニタリングと影響研究への可能性が開け
た。また、データ同化したモデルを用いた影
響研究という将来の展望も得られた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ライダーネットワークと山岳を含む地上観
測により、水溶性エアロゾル、ブラックカー
ボン、黄砂、海塩の分布と動態を解析し、影
響研究にデータを提供するとともに、影響研
究からのフィードバックにより指標となる
パラメータを明らかにするという当初の計
画に沿って研究を推進する。これに加えて、
偏光パーティクルカウンターとライダーお
よびサンプリングによる観測（電子顕微鏡に
よる形状分析）を行い、黄砂の光学モデルの
精緻化や、球形エアロゾルの消散係数の湿度
依存性などの研究を行う。これによって、光
学的観測データの同化に必要なエアロゾル
モデルを高度化するための基礎データを得
る。一方、モデルを用いた影響研究の可能性
を検討するために、ブラックカーボンの発生
源を石炭燃焼、石油燃焼、バイオマス燃焼に
分けるなどの改良を試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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